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こ
の
度
、
新
宿
支
部
会
館
の

建
て
替
え
に
あ
た
り
、
施
工
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

昨
年
末
に
行
っ
た
新
会
館
設

計
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
結
果
、

設
計
契
約
を
6
月
に
結
び
、
現

在
、
基
本
設
計
の
最
終
調
整
に

入
っ
て
い
ま
す
。
11
月
に
業
者

説
明
会
、
12
月
に
入
札
見
積
書

ご
提
出
、
2
0
2
4
年
1
月
〜

2
月
に
業
者
選
定
・
契
約
、
5

月
に
仮
事
務
所
へ
移
転
・
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
及
び
解
体
工
事
、

8
月
に
建
設
工
事
着
工
、
2
0

2
5
年
4
月
竣
工
を
、
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
募
集
要
項
」
・
「
応
募
用

紙
」
は
新
宿
支
部
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
対
象

2
0
2
3
年
11
月
1
日
時
点
で

東
京
土
建
の
組
合
員
で
あ
る
こ

と
。
※
組
合
費
の
未
納
・
滞
納

が
な
い
こ
と
。

■
応
募
資
格

①
過
去
10
年
以
内
に
同
規
模

（
鉄
骨
造
4
階
建
）
建
物
の

施
工
実
績
が
あ
る
こ
と
。

②
事
務
所
用
途
の
施
工
実
績
が

あ
る
こ
と
。

③
解
体
・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
は

建
設
業
許
可
、
建
設
施
工
は

特
定
建
設
業
許
可
業
者
で
あ

る
こ
と
。

■
入
札
業
者
説
明
会

新
宿
支
部
会
館
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併

用
）

2
0
2
3
年
11
月
20
日
（
月
）

19
時

解
体
・
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去

2
0
2
3
年
11
月
20
日
（
月
）

20
時

建
設
施
工

■
申
込
締
切

2
0
2
3
年
12
月
20
日
（
水
）

■
問
合
せ
先

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
新
宿

支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
3
・
3
3
6
2
・
2
1
6
1

担
当
：
角
谷
・
秋
山

訪問行動で対話し交流を深めた連雀分会のみなさん、
支部書記局（右前列より、麻生嶋さん、吉川さん）

仲
間
を
ふ
や
す
秋
の
月
間
も
最
終
版
。
期
間
を
決
め
た
取
り
組

み
な
が
ら
、
そ
の
成
否
は
年
末
の
「
実
増
」
の
行
方
も
左
右
し
ま

す
。
10
月
22
日
の
時
点
で
3
・
5
％
目
標
に
達
し
た
の
は
三
鷹
武

蔵
野
支
部
を
は
じ
め
8
支
部
と
な
り
ま
し
た
。

三
鷹
武
蔵
野
支
部
は
新
川
中

原
、
深
大
寺
、
吉
祥
寺
分
会
が
牽

引
す
る
な
か
で
10
月
15
日
に
こ
の

秋
の
支
部
基
準
目
標
、
3
・
5
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
多
く
の
外
国

人
労
働
者
が
加
入
し
た
こ
と
が
一

つ
の
特
徴
で
す
。
そ
の
半
数
以
上

は
社
員
化
に
よ
る
も
の
で
土
建
国

保
、
厚
生
年
金
の
セ
ッ
ト
加
入
。

組
合
員
な
ら
一
般
社
団
法
人
建
設

技
能
人
材
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
の
事

業
所
年
会
費（
24
万
円
）を
支
払
わ

な
く
て
よ
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
し
た
。

月
間
最
後
ま
で
「
実
増
に
見
合

う
加
入
を
追
及
し
よ
う
」
と
20
日

の
夜
も
行
動
を
行
な
っ
た
三
鷹
武

蔵
野
支
部
。
ま
ず
18
時
か
ら
は
月

間
4
回
目
と
な
る
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ

Ｏ
で
の
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
19
時
か
ら
は
分
会
で
の
組

合
員
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

高
田
實
分
会
組
織
部
長
を
中
心

と
し
た
連
雀
分
会
の
メ
ン
バ
ー
は

三
鷹
市
役
所
前
に
集
ま
り
、
分
会

役
員
の
麻
生
嶋
初
枝
さ
ん
が
電
話

で
ア
ポ
を
と
る
と
、
ま
だ
会
え
て

な
か
っ
た
吉
川
順
子
さ
ん
（
設
備

工
）
宅
へ
。「
ご
は
ん
に
は
ふ
り
か

け
、
建
設
業
に
は
東
京
土
建
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
支
部
グ

ッ
ズ
の
ふ
り
か
け
な
ど
を
手
渡
し

ま
し
た
。
仕
事
は
忙
し
く
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
が
、会
話
は
弾
み
、

話
題
は
先
日
初
め
て
参
加
し
た
駅

頭
宣
伝
の
事
に
。
「
土
建
の
人
は

ま
じ
め
で
控
え
め
。
飛
び
込
み
営

業
の
経
験
も
生
か
し
て
、
署
名
呼

び
か
け
に
で
き
る
範
囲
で
の
協
力

は
し
た
い
」
と
明
る
く
語
る
吉
川

さ
ん
と
運
動
推
進
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
と
三
鷹
市
の
防
災
訓

練
や
、
福
島
被
災
地
視
察
な
ど
、

支
部
課
題
は
11
月
に
む
け
て
目
白

押
し
で
す
。
拡
大
月
間
目
標
達
成

と
共
に
、
秋
の
大
運
動
の
成
功
に

向
け
て
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
す
。

【
本
部
副
委
員
長
・
佐
藤
豊
】

高
齢
化
が
進
む
建
設
従
事
者
の
深

刻
な
状
況
の
改
善
、
そ
の
要
因
で

あ
る
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を
な

く
し
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
推
進
す
る
た

め
、
11
月
よ
り
「
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
に
向
け
た
1
0
0
万

人
国
会
請
願
署
名
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

若
者
が
こ
の
業
界
か
ら
離
れ
、

技
術
継
承
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
建
設
従
事
者
の
減
少

は
社
会
資
本
の
維
持
管
理
、
災
害

復
旧
な
ど
を
滞
ら
せ
、
国
民
生
活

に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

そ
ん
な
危
機
感
の
中
、
国
交
省
は

9
月
に
持
続
可
能
な
建
設
業
の
実

現
に
む
け
「
賃
金
の
行
き
渡
り
の

担
保
」
や
「
契
約
の
透
明
化
」「
魅

力
あ
る
就
労
環
境
の
実
現
」
な
ど

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
厚
労
省
も

国
交
省
と
連
動
し
た
施
策
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
国
は
、
組
合
が
主

張
し
て
き
た
方
向
性
を
、
建
設
業

法
の
改
正
な
ど
で
具
体
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
全
建
総
連
で
1

0
0
万
、東
京
土
建
は
約
20
万（
組

織
数
の
倍
）
が
目
標
で
す
。
衆
議

院
50
万
、
参
議

院
50
万
で
1
0

0
万
と
し
、
一

人
で
2
筆
書
け

る
も
の
で
す
。

家
族
含
め
て
取

り
組
み
を
ひ
ろ

げ
、
ぜ
ひ
成
功

さ
せ
ま
し
ょ

う
。
（
関
連
記

事
8
面
）

新宿支部ＨＰは
上記ＱＲより

佐藤さん

■
ア
ド
ル
フ
・

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
含

む
3
人
の
「
ア
ド

ル
フ
」
を
主
人
公

に
し
た
手
塚
治
虫

の
漫
画
が
あ
る
。
神
戸
に
住
む

パ
ン
屋
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
ド
ル

フ
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
と
日
本
の

ハ
ー
フ
で
ナ
チ
ス
の
高
官
と
な

る
ア
ド
ル
フ
。
神
戸
で
は
無
二

の
親
友
だ
っ
た
二
人
だ
が
、
成

長
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
進

む
な
か
で
そ
の
関
係
は
過
酷
な

も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
。

■
物
語
は
最
後
、
パ
レ
ス
チ

ナ
で
終
わ
る
。
一
方
は
戦
後
、

ナ
チ
の
残
党
と
し
て
追
わ
れ
な

が
ら
さ
ま
よ
い
、
パ
レ
ス
チ
ナ

解
放
戦
線
に
加
わ
る
。
も
う
一

方
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
軍
人
と
な

り
、
女
子
ど
も
に
も
容
赦
し
な

い
「
残
忍
な
中
尉
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
。
立
場
が
逆
転
す
る

な
か
で
、
互
い
の
肉
親
を
殺
し

合
っ
た
二
人
は
最
後
、
銃
を
手

に
相
ま
み
え
る
。

■
繰
り
返
さ
れ
る
人
間
の
歴

史
と
暴
力
を
描
く
な
か
で
、
正

義
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
問
わ
れ
て
い

る
。
確
か
に
負
は
連
鎖
す
る
、

し
や
す
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
逆
も
ま
た
然
り
だ
。人
間
、

優
し
く
さ
れ
れ
ば
、
や
は
り
優

し
く
な
る
も
の
だ
。

■
パ
レ
ス
チ
ナ
で
新
た
な
戦

争
が
勃
発
し
て
い
る
。
大
変
緊

迫
し
た
情
勢
だ
。
混
迷
を
深
め

る
世
界
に
無
関
係
で
は
い
ら
れ

な
い
。
危
機
を
あ
お
る
中
で
大

軍
拡
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
、
苦
し

い
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
寛
容
さ

を
失
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
先

は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
だ
。
希
望

を
捨
て
ず
に
、
人
間
の
争
い
を

な
く
す
道
を
探
り
た
い
。

三鷹武蔵野

実
増
に
見
合
う
加
入
追
及

３
・
５
％
達
成
、対
話
も
は
ず
む

１００万署名

チ
ャ
ン
ス
生
か
し
て

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
を

新
宿
支
部
で

新
会
館
を
建
設

産
業
対
策
活
動
の

前
進
に
む
け
て

企
業
交
渉
団
会
議（
10
月
5
日
）

よ
り
、
一
人
親
方
問
題
、
特
定
技

能
と
実
習
の
違
い
、
女
性
の
た
め

の
現
場
改
善
な
ど
を
ま
と
め
ま
し

た
。
八
重
洲
で
起
き
た
鉄
骨
崩
落

の
重
大
事
故
の
レ
ポ
ー
ト
も
。

（
関
連
記
事
4
・
5
面
）

施
工
・
解
体
業
者
募
集

施
工
・
解
体
業
者
募
集


